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１．うしづま⽔辺の楽校の概要 流域の概要

しずはたなかしょうがっこう
賤機中⼩学校 都市⼭村交流センター

（静岡市）

うしづま⽔辺の楽校

●安倍川は、⽇本でも有数の急流河川であり、
源流部には「⼤⾕崩れ」を有しており、⼟砂
流出が多い網状河川。

●当該箇所は、直上流部に河川敷運動公園、
堤内地側に⼩学校や保育園があり、スポーツ
だけでなく、⽔辺における活動の中⼼地と
なっている。

⽜妻スポーツ広場



１．うしづま⽔辺の楽校の概要 事業の概要

●⽔辺の楽校プロジェクト とは

●かわまちづくり とは
地域活性化のために景観、歴史、⽂化及び観光基盤などの地域が持つ「資源」や

地域の創意に富んだ「知恵」を活かし、市町村及び地元住⺠と河川管理者の連携の下、
「河川空間」と「まち空間」が融合した良好な空間形成を⽬指す取組み

⼩中学校における完全学校週5⽇制や、
「総合的な学習の時間」の実施などから、
環境学習や⾃然体験活動のフィールドとして
⾝近に存在し、⾃然環境が豊かな川への注⽬
が集まっていることを背景に、
国⼟交通省が1996年度から⽔辺での活動を
安全かつ充実したものとするために必要な整
備を⾏っているプロジェクト。



安倍川

⽔辺の散歩道（市・H22.11開通）

⾼⽔敷⽔路・緩傾斜堤（国・H23.3）
護岸、⾼⽔敷等、緩傾斜堤（国・H20.3）
池の整備（地元・H21.3）

側帯盛⼟（国・H22.3）及び桜の植樹（地元・H23.3）

⽔辺の楽校
かわまちづくり

かわまちづくり

かわまちづくり

１．うしづま⽔辺の楽校の概要 整備の状況

⽜妻地区



２．うしづま⽔辺の楽校 世話⼈会の紹介

幼少の頃から安倍川に親しみ安倍川の⾃然の豊かさ、⼤切
さを体験し伝える活動を４０年間続けている代表の川津さ
んを中⼼に、15名の「オヤジたち」と⽜妻地区の⽅々の協
⼒を得て活動している。

○⾃分たちの⽣き甲斐として
○将来を担っていく⼦どもたちの活動⽀援
○静岡市の中⼭間地域「オクシズ」（奥静岡地域）の
活性化

【うしづま⽔辺の楽校 世話⼈会】

【⽬標として】



○うしづま⽔辺の楽校の管理・運営
敷地及び周辺の堤防・河川敷等の除草、清掃、整正
利⽤設備の準備・設置
施設の利⽤状況、安全確認

○安倍川流⽊クリーンまつりの実⾏委員会

○出前講座の開催

○地元⼩学⽣とのアマゴの授精、飼育、放流体験

○ホタルの増殖

２．うしづま⽔辺の楽校 世話⼈会の紹介
【活動内容】



●開校期間中は、毎年 約20,000名 の利⽤
３．管理状況 利⽤状況

●開校期外では各種イベント及び地域の⽅の散策等で利⽤
・河川愛護活動の啓発
→安倍川流⽊クリーンまつりの会場

・周辺住⺠の憩い・安らぎの場を提供

・河川安全利⽤の啓発
・静岡市の中⼭間地域「オクシズ（奥静岡地域）」の活性化にも貢献

開校中のにぎわい

流⽊クリーンまつりの様⼦



●河川・環境教育の場としての利⽤

出前講座にて⽔防⼯法の学習

３．管理状況 利⽤状況

⽔辺の楽校利⽤者への環境教育

アユやアマゴなどの⽣物観察
⼩学校課外授業での活⽤
（アマゴの放流）

●安全に⾃然と触れあえる場としての利⽤



●維持管理に関する取り決め

静岡市との協定により「うしづま水辺の楽校 世話人会」の負担で実施

・水辺の楽校施設の維持管理

・水辺の楽校利用者の安全管理

施設の増設や環境整備

休憩施設を手作り

●維持管理の具体的内容

不陸整正等の施設維持整備 水辺の楽校周辺の除草

利用者への配慮から、
隣接する河川堤防の除草も
世話人会が積極的に実施
（オフシーズンも実施）

３．管理状況 維持管理の現状



４．継続的な管理に向けた取り組み 維持管理の課題

課題 いかに継続的に維持管理していくか

今後の
目標

継続的に多くの人に利用される
魅力あふれる水辺の楽校の維持

対応策 ①施設等の維持管理のための継続方法の検討・工夫
（河川協力団体としてメリットを活用）

②世話人会の活動をPR（マスコミを利用）

①維持管理の負担

②構成員の高齢化



４．継続的な管理に向けた取り組み 維持管理の課題

平成28年 1⽉
安倍川の河川協⼒団体に指定される。

●河川法９９条により環境整備等の委託

＜課題＞

・静岡市との協議

・活動意欲の維持

①施設等の維持管理のため継続⽅法の検討・⼯夫

●維持管理に掛かる必要経費を補助



②世話⼈会の活動をＰＲ

事務所HPで開校を紹介

静岡新聞 平成28年7⽉24⽇（⽇）朝刊記者発表

４．継続的な管理に向けた取り組み 維持管理の課題



５．河川協⼒団体としての今後の取り組み

【今後の取り組み】

・「堤防除草の委託」「資機材の貸与」等について、
希望する内容をまとめ、可能性を検討する。

・他の河川協力団体の活動を参考として、「河川協
力団体」としての当方の取り組みを検討する。


